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登録団体のみなさんへ  野田市市民活動支援センター 

市民活動つうしん 
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いろいろな分野で長期にわたり活動している市民活動団体があります。今号では本年に創立 25年を迎える

「雲雀ハーモニカクラブ」を紹介します。同クラブはハーモニカ演奏を通じて地域社会に役立つことを 

目的に活動しており、会長の横田さんと会員で指導者でもある斉藤さんに長く続ける秘訣などを伺いました。 

 設立年月日：平成 11 年 8 月 1 日 

第 46 号 

令和 6 年 3 月 15 日 

始まり・きっかけ 

 私の母が２０数年前、ハーモニカでは野田市の草分け的

な存在の橋本さんに出会い、指導者に迎え、仲間３～4 人

でクラブが発足しました。 

その頃の私は、音楽には無縁で山登りを趣味とし、母の

ボランティア活動の傍らで演奏先へ送迎をする程度の関わ

りでしたが、怪我で山登りができなくなったことがきっか

けで入会し、ハーモニカを始めました。 

橋本先生のマンツーマン指導を受けることができ上達も

早く、気付けば１０年、自分の居場所になっていました。 

その頃のクラブ会員は１０名程でした。 

運営・担い手 

私が会長になって 15年、現在のクラブ会員は 18 名程

で、練習会場の予約など目に見えない事務作業などを黙々

と動いて協力してくれるメンバーがいてくれることが有難

く助かっています。会員の斉藤さんは、橋本先生から引き

継いだ薮谷先生の熱心な指導を受けることができ、その後

師範の資格を取得され、現在の指導者となっています。 

斉藤さんからは、「会長の横田さんのいつも穏やかな人

柄が賜物で、誰にも平等に個々に寄り添った対応で全体を

まとめてくれているんです。」と言われています。 

活動の魅力 

演奏のボランティア依頼は年間１００件ほどあります

が、訪問先で待っていてくれて、喜んでもらえた姿を見ら

れることが嬉しく、体力が続く限りボランティア活動を 

続けようと、意欲が自然に沸いてきます。 

ボランティア活動で相手に与えるのではなく、一緒に 

楽しめることが頑張れるエネルギー源となっています。 

 

 

継続に向け意識していること 

 会員間の技術の差はありますが、上手でなくても

一緒にやりたい気持ちが強く、それぞれ活躍の場が

あることでボランティアにも積極的に出てくれて 

熱心さを思い知らされます。 

練習の時は腕を上げたい気持ちから厳しく取り組

む姿勢になりがちですが、合間にはみんなが知って

いる楽曲を一緒に演奏するなど楽しい時間も作る 

ことで一体感が生まれ楽しさを分かち合えます。 

毎年の発表会にはベテランも初心者も全員が参加

します。舞台上の演奏は緊張でドキドキ、足もガク

ガクですがうまく出来た時の達成感があり、そのた

めにお互い協力しながら一生懸命に練習に励むこと

ができています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後への思い 

昨年の全国大会コンクールでは斉藤さんが優勝し

日本一になりました。メンバーにとっても目標にな

ります。今後も上位入賞によって「雲雀ハーモニカ

クラブ」を知ってもらえることで、併せて「野田

市」を知ってもらいたいと思っています。 

≪雲雀ハーモニカクラブ≫ 

練習日 毎週金曜日 

連絡先  080-1065-2465(横田) 

    080-4285-9364(佐藤) 

HP https://hibari-harmonicaclub.com/ 

＜定期発表会＞ 

＜ボランティア活動＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

― 編集・発行 ― 

野田市市民活動支援センター 
職員・コーディネーター在室時間 

月～金 8:30～16:00 (祝日除く) 
 

〒 278-0003 野田市鶴奉 5-1 
  総合福祉会館 3 階 

TEL 04-7197-1543 
FAX 04-7197-1643 
Mail： noda.siminkatudo@bz04.plala.or.jp 

 

    

 

 

    

●ボランティア団体 Life of Spring 

 

新規登録団体のご紹介 

市民活動支援センターに新規登録された団体です。 

団体情報は市民活動支援センターのホームページを 

ご覧ください。 

 

第 52回運営協議会報告 1/24(水) 

今後の主な助成金の予定をご紹介します。希望される団体は支援センターにご相談ください。 

助成団体 内容、対象 申請時期 助成額(円) 
公益財団法人 

大同生命厚生事業団 
シニアボランティア活動助成 
 60 歳以上のシニアが行うボランティア活動助成 

4 月～5 月 25日 100,000 

公益財団法人 

伊藤忠記念財団 
子ども文庫助成事業 
子どもの本購入費助成、病院、施設子ども読書助成 

4 月～6 月 20日 300,000 

独立行政法人 

子どもゆめ基金 
子どもの体験活動・読書活動 5 月～6 月 16日 500,000 

公益財団法人 

太陽生命厚生財団 
高齢者、障がい者へのボランティア活動 6 月～6 月３０日 500,000 

公益財団法人 

車両競技公益資金記
念財団 

高齢者、障がい者へのボランティア活動 6 月～6 月 30日 900,000 

 

助成金情報 
 

 

 

第４回こまめカフェ開催報告 

「市民活動ってなに？」 
３月３日（日）総合福祉会館３階第３会議室にて 

支援センター登録の 5 団体と２３名の参加者で和やか

に開催されました。 

参加団体の『野田文化研究会・人形劇グループ』、 

『スクラップブッキングの会』、『のだ要約筆記サークル 

「ほたる」』、『点訳絵本の会野田』及び『野田レクリエ 

ーション協会』から活動内容紹介や活動に参加したき

っかけなどをお話いただきました。 

参加者からは「市民活動 

を始めるきっかけになりま 

した。」などの声がありま 

した。 

掲載記事募集！(イベント情報・会員募集) 

 

 

 

５月１５日号つうしん（市民の皆様へ）には、登録 

団体のイベント情報と会員募集案内を掲載します。 

掲載希望の団体は、発行日の１ヵ月前までに以下

を明記の上、支援センターにご連絡ください。 

イベント情報は― 

「団体名・日時・場所・参加費・主催・問合せ先」

会員募集案内は― 
「団体名・活動内容・募集している人材・会費等・問合せ先」 

 また、支援センターのホームページでは、団体の 

情報を随時アップしています。こちらもどんどんご利 

用ください！たくさんの情報をお待ちしています。 

第 5２回市民活動支援センター運営協議会は、１月 

２４日に開催され、次のとおり１件の議案が承認され、

５件の報告がありました。 

詳しくは、野田市のホームページをご覧ください。 

（１） 議案 

１）令和６年度市民活動支援センターの 

事業計画(案) 

 （２）報告事項 

 登録状況や利用状況、第４回こまめカフェ、 

学習会(助成金・NPO 法人・パソコン)、第 6 回

市民活動元気アップふぇすたの開催結果 計 5件 

 

登録更新のお願い 

 

 

 

 

 

市民活動支援センターのご利用（イオンノア店内会 

議室等利用、市民活動団体支援補助金申請、相談業務、

助成金等学習会及び元気アップふぇすたの参加等）に

は、毎年度の更新手続き（登録手続き）が必要です。 

令和 5年度の登録は令和 6 年 3月 31 日をもって 

有効期間が切れますので、まだ手続きをされていない

団体は、早めの更新手続きをお願いいたします。 


